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研究成果の概要（和文）：緊張が高まる東アジア地域で今日必要な英語教育とは何かを考察し、隣国との和解で
の有効なコミュニケーションという新しい役割をもつ英語力を概念化することが本研究の目的である。日本の異
文化理解や国際理解は、米英を中心に欧米諸国とのコミュニケーションに重点が置かれており、アジア隣国との
関係性を軸とした英語関係の研究の蓄積は少なかった。本研究では、隣国との対話によって、他者への共感力を
強める、自民族中心主義からの脱皮と西洋諸国に対する劣等感の払拭が可能になることがわかった。英語がアジ
アのリングア・フランカである現実から日本語的英語（Japanish)を堂々と使える環境を多く生み出すことを提
言する。

研究成果の概要（英文）：Japan's current relationships with China and Korea are considered to be at 
their worst since the normalization of diplomatic and other relations with China in 1972 and with 
Korea in 1965. The role of the English language may become increasingly important in terms of 
avoiding further conflict and in reviving communication between Japan and its neighbors. As for 
Japan's understanding of different cultures and international understanding, the emphasis has been 
on communication with the US, UK and other European and American nations, and there has been little 
research done into English language education that centers on Japan's relationships with other Asian
 nations. The researcher hopes with this research to advocate for more work on English language 
studies that have as their goal English as the Lingua Franca of Asia, and dialogue with Japan's 
neighbors. 

研究分野：英語教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
グローバリゼーションが進む中、日本
はアジアとどのようなかかわりをもって
いくのかを考えなくてはいけない段階に
ある。米英や他の英語圏とのコミュニケ
ーションが「国際化」と同義であった過
去から、「グローバル化」という新しい枠
組みで日本の交流相手が広範となり、英
語はアジアのリングア・フランカとして
機能している。しかし、馬淵(2007)が指
摘するように、人類学やカルチュラルス
タディーズ等で提唱される近年の知見に
かかわらず、国内の英語教育においては、
依然として日本と英語圏との文化比較と
二項対立的に終始し、文化本質主義的傾
向が根強く、日本の英語教育における課
題は大きい。中国語やコリア語は日本の
教育機関で教え始められているが、英語
とは比較にならないぐらい学習量は少な
い。東アジア地域の共通語である英語の
役割を高め、コミュニケーションによる
信頼の回復を重視し、その手段を具体化
することがこれからの日本の英語教育に
おいて必要と考えたのが本研究の動機で
ある。 
 
Han and Lee（2006）によると、使用言
語の英語を介しての日韓のコミュニケー
ションにおいて、1)歴史認識の違いは何
か、2)日韓で台頭するナショナリズムに
ついて、3)日韓共催で行われたワールド
カップなど多岐にわたるトピックが網羅
されたが、韓国人学習者の歴史に関する
情報が、日本人学習者が持つ情報量より
圧倒的に多く、how to speak English よ
り what to speak about で、日本人側が
沈黙に陥り、コミュニケーション・ブレ
ークダウンが何度も起こったことが報告
されている。すなわち、英語でのコミュ
ニケーションだと「歴史に関する情報の
質と量の違い」が「歴史認識の違い」要
因になっていることがわかった。「被害
者」、「加害者」という枠内だけのコミュ
ニケーションではなく、互いに感情移入
ができる状況を作りだし、「相手に共感を
覚える英語によるコミュニケーション」
を実践することが和解の第一歩となりえ
るのではないかという思いが研究者の動
機となった。 
 
 
２．研究の目的 
 
現在の日本の中国と韓国の関係は、中国

(1972)、韓国(1965)との国交かつ関係正常
化以来最悪の状態にあると言われている。
さらなる紛争を避け、隣国とのコミュニケ
ーションの回復を目指すためにも英語の役
割はますます重要となると考える。世界の

紛争解決を非暴力で解決するには、コミュ
ニケーション、「対話」を絶やしてはいけな
い。本研究の目的はそのような背景を鑑み、
アジア地域に必要な英語教育のあり方を考
察することとする。日本の異文化理解や国
際理解は、米英を中心に欧米諸国とのコミ
ュニケーションに重点が置かれており、ア
ジア隣国との関係性を軸とした英語教育に
関しての研究の蓄積は少ない。本研究では、
アジアのリングア・フランカとしての英語、
隣国との対話を目指す英語学習に取り組む
ことを提唱する。 
 
本研究では、日中韓の衝突と和解をテ
ーマに取り組み、英語を通してコミュニ
ケーションがどの程度深められるかを検
証することを目的とした。アジア隣国と
信頼関係を回復するための英語教育を枠
組みとして、教材や教授法を模索した。
互いの歴史観をインプットとして教材に
反映し、相手側の心情を理解するために
Role Play を通してアウトプットを行う。
Augsburger(1992)や Bennett (1993)の
conflict resolution (紛争解決)や自民
族中心主義の理論を教材に反映し、アジ
アの文脈で紛争解決を見出す可能性を学
生に考えさせることを目的とした。韓
国・中国に対しても研究成果を発信し、
共同研究という将来に向けた基盤を作り、
ネットワークを広げることを最終目的と
した。 

 
３．研究の方法 
 
平成 25年度は、（１）永続的な敵対関係
にあった仏独両国が、1950年以来、どのよ
うに和解し、共にヨーロッパを建設するた
めに英語の役割がどのようなものであった
かを調査した。平成 26年度は、（２）異文
化コミュニケーションの分野から、差別や
偏見がどのように形成されるかの理論を学
び、それを英語教育の授業や教材に導入す
ることによって、学習者の意識がどのよう
に変化するかを調査した。平成 27年度は、
（３）日中韓間の英語を通して異文化理解
を深める目標を掲げるために、中国・韓国
の日本に対する｢父祖伝来の敵｣というイメ
ージから脱却し、｢主要で特別のパートナ
ー｣というイメージに変化させる可能性を
見出し、アジアにおける英語の役割を意識
した教材や教授法の可能性を見出す。研究
の総括として、日中韓の研究者が共同で研
究を発展・継承できる基盤を形成し、理論
的、実証研究の発展につなげた。 
 
４．研究成果 
 
１）Honam University, S. Korea、との共同
作業により、日韓の学生の意識構造の比較を
見るためのアンケートを実施する。アンケ 



ート実施後、学生間で e-mails 交換を促し、
Student Engagement Instrument を使用し、
学生の意識や Student Engagement でどのよ
うな変化が見られたかを検証した。 
 
２）“Readings on Diversity Issues: From 
xenophobia and hate speech to identity, 
women and privilege in Japan”という表
題の電子書籍を 14 名の英語教員と共に作成
した。既存の英語教材が取り上げにくいテー
マを選出した。例えば、ヘイトスピーチ、多
様性を高めるニーズ、従軍慰安婦問題、女性
の社会的地位に関しての課題、などを取り上
げ、具体的なキーワードと Discussion トピ
ックを提示した。「従軍慰安婦」を Comfort 
Women と描写するか、Sex workers や Sex 
slaves、もしくは Enforced sex slaves と解
釈するのかで大きくイメージと解釈が異な
ることが学習者にとって理解できた。国際コ
ミュニティにおいてむしろ日本語のニュア
ンスのほうがイメージや解釈を困難にさせ
ていたことが理解できた。 
 
３）Honam 大学と龍谷大学の学生にパートナ
ーやグループを設定し、Skype、メールなど
の IT 技術を駆使し、交流活動を行った。同
時に Student Engagement 尺度のアンケート
調査を配布し、学生にその活動を Journal（日
誌記録）に記録し、英語力の Output 量と質
を測定した。量的には、携帯電話でいとも簡
単にSNSを交換できるという状況にあること
から週に 2，3 回のメール交換があり、日本
語と同様の感覚でコミュニケーションでき
たと感じた学生が多かった。質的な効果とし
ては、K-Pop や韓国料理、日本料理、そして
映画などの意見交換が圧倒的に多く、共有で
きる情報が多いことがわかった。一方で、政
治的な意見交換はほぼ皆無となった。その原
因は学習者の関心の低さと情報量の乏しさ
である。日本人学習者のほうが韓国人学習者
より政治には無関心であることがわかった。
ソフトパワーの効果は、二国をつなげる共有
点でもあり、文化土壌が共有できるという点
は英語によるコミュニケーションにとって
重要であることが本研究で理解できた。 
 
４）ALAK(韓国応用言語学会）で発表、開発
した e-book 教材を紹介し、韓国からの参加
も促し教材の充実を図った。 
 
５）2017 年 7 月 30 日ー8 月 2 日に韓国ソウ
ルにて、日本、韓国、米国の若者を募り、英
語で「東アジア地域の平和と安定」というテ
ーマでワークショップを開催した。英語タイ
トル：The emergence of modern nations and 
the desire for peace in Asia、参加者はイ
スラエル、インド、アメリカ、韓国、そして
日本と多国籍となった。 北朝鮮問題で緊迫
する東アジアの平和について次世代が互い
に語り合い、解決策の可能性を見出す作業に

取り組む。媒介言語は英語なので日本人学習
者にとって、このような取り組みは初めてで、
グローバル時代における新秩序についてと
いう課題に日本人学習者が世界の動きを肌
で感じる機会となった。 
 
この結果、日本人学習者の参加者が「知る
ことから始まる」というタイトルの表題の
DVD 動画を作成した。韓国側へその作品にも
紹介し、韓国語で訳されることになった。こ
れはまさしく Student Engagement(学習者の
積極的関与)の証となり、日本語では歴史認
識が困難であったのが、英語だと中立的にか
つ「和解」という難しいテーマに取り組みや
すいと感じたようである。すなわち、日本語
だと国民国家的感情から脱皮できないのが、
英語だと「国家」を意識せずに客観的に日本
と韓国を評価することが可能になった。本研
究の遂行中、東アジア地域では北朝鮮のミサ
イル発射による脅威が日本中を駆け巡って
いたが、両国の若い世代は互いの隣国に対し
て興味を持ち、国内旅行のように隣国を訪問
する。そこでリングア・フランカとして役立
っているのが英語であり、日本における急増
する外国人観光客のうち圧倒的に中国、韓国
からの観光客が多く、東アジア地域は平和の
下で市民交流が活発化されている。よって、
英語による隣国とのコミュニケーションは
これからますます重要となり、英語教育の在
り方にも大きく変化を与えることを本研究
は強く示唆している。 
 
６）これからのグローバル人材の育成にお
いて、アジア諸国との関係性を学ぶことで
自文化のHidden Cultureを学習者に意識さ
せることが重要である。本研究を通して、
「日本とアジア隣国との関係性を理解する
ことにより自文化を理解することを目指す
英語教育」を提言することで本研究の斬新
性を強め、既存の英語教育が明確に打ち出
さなかった方向を明確にできた。英語学習
を通して日本と韓国、そして中国との関係
性を再検証させ、日中韓の協調が東アジア
全域の経済的、政治的発展のために「互い
の立場を理解したコミュニケーション」が
必要と考えられる。旧英米植民地は、独立
国家として発展する過程で、自国の文化、
価値観をどのように維持するために、英語
の形態を変化させることによって、旧宗主
国の影響から分断する英語使用を実践して
きた。インド英語、フィリピン英語、シン
ガポール英語がその例である。よって、ア
ジア地域に必要なのはアジア英語を堂々と
使う人材を多く輩出し、アジア諸国の融合
を促進するための人材育成が必要である。
そして、そのような人材育成をアジア圏全
域の共通の目標にしなくてはならない。日
本はグローバル化の下で第三の開国を迎え
ようとしている。技術習得のための英語か
ら世界の市民レベルのコミュニケーション



のツールとしての英語に移行しなくてはい
けない。一部のエリートだけが英語を所有
すべきでない。英語は「アジアの言語」に
なりえ、The Common European Framework の
ような The Common Asian Framework も夢で
はない。外国語として、また公用語として
英語を駆使する人たちは、英語を母語とす
る人たちより数において多い現実を踏まえ、
劣等感や自民族中心主義に裏付けされる英
語観から脱皮する必要性があることが本研
究から示唆された。 
 
７）外国語習得は、学習者のアイデンティ
ティに影響を与え、価値体系の変化、そし
て最終的には思想的な変化にもつながる。
日本は、太平洋戦争後、国家観のゆらぎを
懸念し、英語習得は社会のエリートにまか
せ、一般大衆には教養レベルの英語学習に
留めるという言語政策を貫徹してきた（李、
2007）。しかし、小渕元首相の私的諮問機
関である「21 世紀日本の構想懇談会」(2000
年)が提言した「使える英語」をきっかけに、
英語必要論や英語公用語論が活発に議論さ
れ始めた。英語公用語に反発を覚えるもの
は、英語を世界語とみなすことを公に追認
することが、不公平な言語関係を追認する
ことになるとし、その主張は言語ナショナ
リズムの発露に発展するのが日本の特徴で
ある。日本の英語教育は、このように英語
公用語や英語帝国主義という極論に走りが
ちで、振り子のようにその目標が一定方向
に定まらなかった。日本が是正しなくては
いけない点は、アジア隣国の言語や文化へ
の軽視と欧米文化の優位性である。 
 
本研究の成果として、英語を通しての「和
解に向けての対話」を重視した点で、新し
い原理の発展や斬新な着想や方法論の提案
を行うことを優先し、成功した。結果とし
て自文化に対する劣等意識や英語の優越主
義からも脱皮でき、日本語的英語
「Japanish」が市民権を得るきっかけを作
ることが重要であることも本研究を通して
提唱したい。 
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